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ショパン自身の証言，弟子や近親者の証言･･･…
等々，それらはみなショパンの真意を今日に伝
えることのできる大変貴重な資料である。
そこで本稿では，
ｌ出版の際，ショパン自身によって指示され
た指使い3）
２ショパンの弟子や近親者の楽譜に書き込ま
れたショパンの指使い4）
３ショパンの弟子や近親者の証言によって得
られたショパンの指使い5）
から，まずその用法の特徴を分析し，そこには
一体どの様な意図が込められているのか，さら
にそれらを通してショパン自身のピアノ技法は
一体どういったものであったのか，詳細に検討
してみたい。
序
「全ては運指法の熟達にかかっている｡」未完
に終わったピアノ教則本の草稿の中でショパン
はこう言っている')。ショパンにとって運指法
とは演奏の鍵を握る非常に重要なものであっ
た。そのショパンの運指法の中には，いったい
どういったものが秘められているのであろう
か。
ネイガウスは，リストを例に掲げ，運指法に
ついて次の様に言っている2)。「この運指法の中
に（もちろん，この音楽と一緒に）リスト全体
が私の前にあるではないか，私は彼の両手，身
振り，彼の堂々たる構えを見，修道士の形をし
たこの悪魔の息づかいを感じるのだ。芸術には
些細なものはないのだ，全てが，最後のデテー
ルにいたるまで美の法則に従うのだ｡」
ある作曲家によってつけられた指使いの全容
を検討することは，その作曲家の精神をも知る
ことのできる非常に重要なてだてである。
ことに自身が名ピアニストでもあり，１９世紀
の前半に独自なスタイルを身につけて突然ピア
ノの世界に現れ，何の流派もつくらなかった
ショパンのピアノ技法を知る為には，こうした
観点からのアプローチは大変有効である。
先人による近年の文献学的な研究の成果は，
演奏の分野にも大きな恩恵をもたらした。ショ
パンの場合も例外ではない。
原典版の研究に加え，弟子や近親者の楽譜に
書き込まれたショパンの指使い，演奏に関する
注意，ミスプリノントに対する修正，メモ，記号，
ショパンのピアノ技法と運指法の基礎
ショパンは「指の力を均等にするために，今
までに無理な練習が随分行なわれてきた。指の
造りはそれぞれに違うのだから，その指に固有
なタッチの魅力を損なわない方が良〈（損なっ
てはならないのは当然である),逆にそれを充分
活かすよう心がけるべきだ｡」と言っている6)。
彼は，それまで行なわれてきた指の力を均等
にする為の機械的な反復練習を無益で退屈なも
のとし，力ルクブレンナーが勧めるような，読
書をしながら練習するような方法は特に嫌って
いた。そして，一本一本の指が自ずから持って
いる指の個性を演奏に充分活かし，音色の多様
性を引き出してニュアンス豊かに演奏すること
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に努めていた。
またミクリは，ショパンがレッスンで最も気
にするのは,「手を柔軟に－美しい演奏の第一
条件~し，各指に独立した自由な動きを与え
ることであった｡」と言っている7)。多くの人達
が8)，ショパンは，いつも口ぐせのように柔軟さ
の重要性を訴えていたと証言している。
どうやらこの「指の個性の発揮」と「手の柔
軟性」ということがショパンのピアニズムの基
本になっているようである。
さて，今日に残された膨大な量のショパンの
指使いを見てみると，いくつかの特徴をもって
いることに気がつく。
まず，ベートーヴェンの時代に少しずつ始
まったといわれる親指による黒鍵奏である。親
指はその形状の為に，使用の範囲を制約する保
守的な考え方が今日でもみられるが，ショパン
は必要であれば祷膳せず，黒鍵にも親指を使っ
ていた。
また，バッハより以前に見られた長い指によ
る指越えや指くぐりは，親指が演奏に参加する
ようになってから，急速に姿を消したが，ショ
パンはそうした用法をまた復活させている。親
指と第５指間での指越え指くぐりも見られ，こ
の用法を大きく拡げたわけである。
ここまでは，手や指の運動機能を最大限に広
げたという意味をもつが，更にショパンの運指
法で最も注目すべきことは，同じ指を連続させ
て使っていることである。これは，ショパンの
運指法の指示の中で多くの割り合いを占め，
様々な用法が含まれている。この中の多くのも
のは機能性とはほど遠い用法であるが，そう
いった所にこそショパンのピアノ技法の特異性
がよく表れている。
この様なショパンの運指法の重だった特徴を
整理すると次の様になる。
Ｉ親指の解放
Ⅱ多様な指越え，指くぐり
Ⅲ同じ指の連続
本稿では誌面の都合上，Ｉ親指の解放，１１多
様な指越え，指くぐりを中心にして，それ以外
のショパンの特徴的な用法も若干加え，そこに
は一体どういった意図が込められ，又そこから
ショパンのピアノ技法が一体どの様なもので
あったのかを探ってみる。
ｌ親指の解放
親指の用法に関する考え方は，歴史的に観て
大きく変化している。エマヌエル・バッハによ
ると，彼の父親は若い頃，音が遠くに跳ぶ時だ
けにしか親指を使わない巨匠の演奏を聴いたそ
うである，)。エマヌエル･バッハ自身は，親指に
よる指越え(Uberschlagen)，指くぐり（Unter‐
setzen)の重要性を指摘した後,親指で黒鍵を弾
く事を特別の場合以外，禁止している。
現代では，親指の用法は随分自由になったと
はいえ，親指で黒鍵を弾く事については，今だ
に意見の分かれるところである。デイヒラー'0）
はその様な用法をできる限り避けるように言っ
ているし，クロイツァー'1)は,特に音階の中では
強く禁じている。しかし，リーベルマン'2)は，そ
の様な用法を恐れないよう主張し，クラウス'3）
とレヴィ'4)は，どの指でもどの鍵盤を弾けなけ
ればならない，と言っている。またシュナーベ
ル'5)とネイガウス'6)に至っては，その事につい
て著書の中で触れていない。
そうした歴史的経過の中で，ショパンは，早
くから親指の用法を大幅に拡げ，古い規則や習
慣にとらわれない運指法を試みてきた。指の個
性を知り尽くしているショパンは譜例１の様な
ポジションでの５指練習を，初期の段階の生徒
に与えているが，これは，親指と小指が共に短
かい指であり，他の長い指こそが黒鍵を弾く事
に適しているという，手の構造をそのまま自然
に生かした，革新的な方法である（今日でもこ
ういった練習は，普通はハ長調の白鍵だけのＣ
からＧのポジションで始められる)。
指の個性を尊重したショパンがなぜ，黒鍵に
親指を使うようになったのであろうか。
夜想曲作品48の１譜例２のこの部分は，ｇ‐














